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第 3 章では、単一金ナノ粒子の表面プラズモン CSP) 共鳴に基づく光散乱スペクトルの粒径、形状依存性につい
て述べた。高分子膜中に存在する金ナノ粒子の光散乱スペクトルが粒子毎に異なることを示し、各スペクトルのピー
ク波長のピーク強度依存性から粒子毎の違いを粒子半径に基づく SP 共鳴バンドの違いとして明らかにした。更に 2
つピークを持つ光散乱スペクトルについて、各々のピーク強度の偏光依存性から、粒形の球からのずれにより生じる
SP 共鳴の異方性として説明した。
第 4 章では、単一金ナノ粒子の SP 共鳴の環境依存性について述べた。異なる媒体中で同一金ナノ粒子の光散乱ス
ペクトル測定を行い、媒体によるスペクトル変化を SP 共鳴の周囲の屈折率依存性として説明した。更に、粒子を被




電子温度上昇に続く電子系から格子系へのエネルギー移動(時定数 4 ps) と金ナノ粒子から周りの媒体への熱エネ
ルギー移動(時定数>25ps) として説明した。






















いる o その結果、表面プラズモン共鳴は周り約200nm の屈折率で決まり、周囲数10nm の媒体の屈折率に非常に敏感
に応答することを示している。更に本分光システムは有機ナノ粒子にも適用可能なことをポリジアセチレンナノ結晶
を用い実証している o
(3)金ナノ粒子一粒毎の時間分解光散乱スペクトルの測定に成功し、更にこの光励起加熱冷却過程のサイズ依存性に
ついて実験し Mie 散乱理論を用いて考察している。
以上のように、本論文はナノ粒子の電子スペクトルと電子ダイナミクスを単一粒子レベルで測定する手法の開発と
その応用についてまとめたものである。今後、本分光手法は光触媒、高速光デバイス、バイオセンサーなどとして開
発されてくる様々なナノ粒子の物性、反応、機能をー粒毎のサイズ、形状、局所環境などの関数として解明する手法
として高く評価される。本論文で得られた知見は応用物理学、とくにナノ分光学の発展に寄与するところが多い。よっ
て本論文は、博士論文として価値があるものと認める。
-696-
